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国立国際医療研究センターの患者レジストリ 

（１）糖尿病 

（２）HIV/エイズ 

（３）肝炎 

（４）国際感染症 

（参加施設） 

  29施設（H27年度） 
100施設（H31年度） 

  3万人（平成27年度） 
10万人（平成31年度） 

（登録目標） 

単独 150人（平成28年度） 
250人（バイオバンクへの新規 
             登録：平成28年度） 

単独 

単独 

200人（肝炎，新規：平成28年度） 
100人（肝がん，新規：平成28年度） 

1,000人（新規：平成28年度） 
     （感染症内科，トラベルクリニック） 
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糖尿病レジストリ  

電子カルテ 

各医療機関 

糖尿病多施設 

症例データベース 

電子カルテ 

データ連携 

糖尿病クラウドセンター 

匿名データ 
暗号化送信・送付 

 
臨床研究等 
に利用 

 

セキュリティ装置 

日本糖尿病学会 

•  収集項目の検討 
• 会員の臨床研究の振興 
• 会員の糖尿病診療の向上 
• ガイドラインへの反映 
• 専門医制度との連携 

協力・普及・推進 

症例データ 

必要な症例データを
共通形式で抽出（SS-
MIX2サーバに保存、
MCDRSで抽出・送信） 

国立国際医療研究センター 

共同 
事業 

Japan Diabetes compREhensive database project  
based on an Advanced electronic Medical record System 

診療録直結型全国糖尿病データベース事業 

①実績（平成27年度） 

  全国の29施設（日本糖尿病学会教育認定施設）から1万人登録 

②今後の目標 

  平成31年度 100施設 10万人登録 3 



HIV/エイズレジストリ 

①実績（平成9年～平成27年） 

  HIV受診患者全員レジストリ登録を実施 
  HIV感染者の経時的な血液検体を保存 

 （血清、viable PMBC 、臨床情報） 

②今後の目標 

  平成28年度  

平成26年度実績  623人 
平成27年度実績  318人 

  合 計          941人 

3,800人 

  包括同意を取得して「HIV疾患バイオバンク」へ 

 HIVレジストリ 

 HIV疾患バイオバンク 

150名（新規） 

250名（新規）（合計1200名） 

最終的には通院HIV患者全員（2000人弱） 

全国の約17％ 

＝
 

20,000検体 
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DNA

全患者数 1,338人 
包括同意 814人（バイオバンクへ） 
同一患者の経時的採血を含む 

肝炎レジストリ 

①実績（平成20年4月～平成28年3月） 

（平成28年3月31日現在） 

②今後の目標 

  平成28年度  肝炎       200人（新規） 

肝がん   100人（新規） 
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国際感染症レジストリ 

①実績（平成24年1月～平成28年3月） 

  トラベルクリニック 

②今後の目標（平成28年度） 

  トラベルクリニック（旅行後） 

4,110人 

海外渡航後に体調不良のため受診 700人 

旅行後受診者 

65人 マラリア 

108人 デング熱 

16人 チクングニア熱 

3人 ジカ熱 

42人 腸チフス 

488人 旅行者下痢症 

112人 インフルエンザ 

（登録目標） （登録内容） 

年齢、性別、 
渡航情報、検査結果、 
血液、菌株 

（平成27年：720人） 

  感染症内科 

感染症の精査・加療目的に受診 300人 年齢、性別、 
(渡航情報)、検査結果、 
血液、菌株 

（平成27年：350人） 
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